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謹つ
つ
しん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
家
族
お
揃そ

ろ

い
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶よ

ろ
こび

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
発
生
と
そ
れ
に
伴と

も
な

う
大
津
波
に
よ
り

１
万
５
千
人
を
超
え
る
方
が
た
が
尊
い

命
を
落
さ
れ
、
そ
の
後
の
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
飛
散
し
た

放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
我
が
国
は
未み

ぞ

う
曾
有

の
国
難
の
事
態
と
な
り
、
今
な
お
全
国
で

お
よ
そ
33
万
人
の
方
が
た
が
避
難
さ
れ
て

い
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
が
た

に
心
よ
り
哀あ

い
と
う悼

の
意
を
表
す
と
と
も
に
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
た

に
衷ち

ゅ
う
し
ん心か

ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で

も
あ
り
、
毛
呂
山
町
に
お
い
て
も
４
つ
の

選
挙
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い

体
制
と
な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。私
も
、

４
月
24
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
た
毛
呂
山

町
長
選
挙
に
お
い
て
、
大
変
多
く
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
当
選
の
栄

に
浴
す
こ
と
が
で
き
、
前
小
沢
町
長
の
後

を
受
け
、
５
月
15
日
よ
り
歴
代
町
長
と
し

て
は
一
番
若
い
第
８
代
毛
呂
山
町
長
と
し

て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
ま
で
８
か
月
を
経
過
し
、
町
長
選

挙
で
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
政
策
公
約
に

つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
の
毛
呂
山
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
よ
っ
て
新
た
に
毛
呂
山

町
議
会
議
員
に
な
ら
れ
た
14
人
の
議
員
の

ご
理
解
の
も
と
、
順
次
進
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

長
引
く
不
況
に
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

復
興
支
援
施
策
も
加
わ
り
、
国
の
財
政

も
深
刻
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
時
こ
そ
閉へ

い
そ
く
か
ん

塞
感
と
い
う
言
葉
を
用

い
る
よ
り
知
恵
を
使
い
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
る
強
い
自
治
体
運
営
が
必
要
で

す
。
政
策
公
約
で
訴
え
て
き
た
「
自
助
、

共
助
、
公
助
」
に
よ
り
、「
毛
呂
山
町
は
、

い
い
町
に
な
っ
た
な
あ
」
と
感
じ
る
。
そ

ん
な
町
づ
く
り
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
の
毛
呂

山
町
の
町
政
を
月
別
に
紹
介
し
ま
す
と
、

　

５
月
、
役
場
職
員
に
よ
る
「
行
財
政
戦

略
会
議
」
を
組
織
し
、
機
構
改
革
を
進
め

ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
職
員
６
人
に
よ
る

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
の
た
め
の
先

遣
隊
を
組
織
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
の
被
害
状
況
の
把
握
と
支

援
隊
の
受
け
入
れ
状
況
を
調
査
さ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
設
立
し
、
復
興

支
援
計
画
を
進
め
ま
し
た
。

　

６
月
、
定
例
議
会
に
お
い
て
私
の
公
約

で
あ
り
ま
し
た
「
町
長
報
酬
の
減
額
」
に

つ
い
て
上
程
し
、
議
員
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
可
決
決
定
を
い
た
だ
き
、
４
年
間

で
約
１
千
万
円
の
財
政
効
果
が
実
現
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
、
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
社
会

福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
総
勢
29
人
の
被

災
地
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
第
１

団
が
福
島
県
い
わ
き
市
で
支
援
活
動
を
行

い
、
22
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
第
２
団
の

町
職
員
で
構
成
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
26
人
が
岩
手
県
陸り

く
ぜ
ん
た
か
た

前
高
田

市
で
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

埼
玉
県
よ
り
「
被
災
地
自
治
体
と
県
内
自

治
体
同
士
の
助
け
合
い
事
業
」
の
提
唱
が

あ
り
、
毛
呂
山
町
は
、
福
島
県
浪な

み
え
ま
ち

江
町
を

支
援
す
る
旨
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
町
と
し
て
、
も
ろ
丸
く
ん
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
販
売
益
か
ら
浪
江

町
支
援
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

８
月
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
放
送
に

関
す
る
協
定
を
ゆ
ず
の
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
株
式
会
社
と
締
結
し
ま
し
た
。
17
日
に

は
、
福
島
県
浪
江
町
の
馬
場
町
長
に
義
援

金
50
万
円
と
教
室
用
掛
け
時
計
24
個
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
腕う

で
ぬ
き貫

と
ボ
ト
ル

キ
ー
パ
ー
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。
ま
た
、 

毛
呂
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
、
14
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
施
策
と
し
て
、
桂
木
観
音
下
付
近
の

立
ち
木
を
伐ば

っ
さ
い採
し
、
見
晴
ら
し
場
所
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

９
月
、
災
害
時
に
お
け
る
燃
料
等
の
優

先
供
給
に
関
す
る
協
定
を
町
内
６
社
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
経
営
者
と
締
結
し
ま

し
た
。
ま
た
、
定
例
議
会
に
小
山
格い

た
る副

町

長
と
粟あ

わ
た田
博
教
育
長
の
人
事
案
件
を
上
程

毛呂山町長　井上　健次

毛
呂
山
町
の
７
か
月
を
振
り
返
って

お
よ
そ

い
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
が
た

に
心
よ
り

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
た

謹
賀
新
年
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し
、
議
員
全
員
の
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

10
月
、
埼
玉
県
に
都
市
計
画
道
路
「
川

越
坂
戸
毛
呂
山
線
」
の
建
設
促
進
に
向
け

て
、
毛
呂
山
町
の
主
導
に
よ
り
近
隣
の
坂

戸
市
・
鶴
ヶ
島
市
・
越
生
町
・
鳩
山
町
の

首
長
連
名
に
よ
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
生
活
物
資

供
給
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
を
生
活
協

同
組
合
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
と
締
結
し
ま
し

た
。

　

11
月
、
友
情
都
市
盟
約
を
交
わ
す
宮
崎

県
木き

じ
ょ
う
ち
ょ
う

城
町
と
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
物
資
等
の
運
搬
協

力
に
関
す
る
協
定
を
西
武
通
運
株
式
会
社

と
締
結
し
ま
し
た
。

　

12
月
、
定
例
議
会
で
「
子
ど
も
医
療
費

窓
口
払
い
廃
止
」
に
向
け
た
条
例
改
正
案

が
議
員
全
員
の
賛
成
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
浪
江
町
の
馬
場

町
長
に
義
援
金
１
０
０
万
円
と
毛
呂
山
特

産
の
「
ゆ
ず
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

作
っ
た
ボ
ト
ル
キ
ー
パ
ー
な
ど
を
届
け
る

た
め
、
２
回
目
の
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
今
年
１
年
の
施
策
に
つ
い
て
い
く

つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１　

県
道
整
備
事
業

　

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
進
め
ら
れ
て
き

た
県
道
飯
能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
毛
呂
山
分
の
長
瀬
・
葛つ

づ
ら
ぬ
き貫地
区
の
工

事
が
終
了
し
、
い
よ
い
よ
２
月
18
日
に
長

瀬
地
区
（
防
犯
活
動
セ
ン
タ
ー
南
側
）
に

お
い
て
開
通
式
を
挙
行
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
式
典
が
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
県
に
要
望
し
ま
し

た
都
市
計
画
道
路「
川
越
坂
戸
毛
呂
山
線
」

で
す
が
、
今
年
も
関
係
機
関
と
緊
密
な
連

絡
を
と
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
要
望
活
動

を
続
け
て
参
り
ま
す
。

２　

子
育
て
環
境
整
備
事
業

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
山
地
区
に
新
た
な

保
育
園
の
建
設
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
設
計
段
階
で
あ
り
ま
す
。

３　

道
路
整
備
事
業

　

生
活
道
路
の
整
備
は
最
優
先
の
課
題
で

あ
り
、
第
一
団
地
・
第
二
団
地
・
第
三
団

地
・
毛
呂
山
台
団
地
・
学
園
台
団
地
な
ど

各
団
地
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
優
先
順

位
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
順
次
工
事
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
川
角
小
学
校
か
ら
川
角
中
学
校

の
脇
を
通
る
町
道
７
号
路
線
は
、
企
業

誘
致
の
た
め
に
も
大
事
な
路
線
で
あ
り
ま

す
。
平
成
23
年
度
・
24
年
度
の
２
か
年
で

拡
幅
改
良
工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

　

日
化
団
地
北
側
の
自
動
車
が
す
れ
違
い

出
来
な
い
踏
切
は
、
平
成
24
年
度
予
算
に

改
良
の
た
め
の
設
計
予
算
を
計
上
す
る
予

定
で
す
。

４　

川
角
駅
周
辺
整
備

　

川
角
駅
周
辺
地
域
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
昨
年
近
隣
の
大
学
お
よ
び
高
校
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
整
備
構
想
を
ま

と
め
、
駅
利
用
者
な
ど
の
安
全
対
策
を

図は
か

っ
て
参
り
ま
す
。

５　

高
齢
者
支
援
事
業

　

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
私
の
政
策

に
掲
げ
た
「
地
域
み
ま
も
り
隊
」
の
充
実

の
た
め
、
各
地
域
の
組
織
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
「
健
康

長
寿
の
町
も
ろ
や
ま
」
を
築
い
て
参
り
ま

す
。

６　

産
業
振
興
事
業

　

活
力
を
見
出
す
施
策
で
は
、
中
山
間
地

域
特
有
の
地
の
利
を
活
か
し
た
産
業
や
観

光
を
結
び
つ
け
た
事
業
展
開
を
地
域
の
方

が
た
の
協
力
の
も
と
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
抜ば

っ
す
い粋
し
て
今
年
の
予
定
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
財
政
状
況

も
厳
し
い
折
か
ら
、
し
っ
か
り
と
町
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
議
会
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
よ
り
安
全
で
よ
り
安
心
で
き
る

町
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
職
員
と
一
致
団

結
し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
皆
さ
ま
が
健
康
で
幸
せ

な
１
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
主
な
事
業
に
つい
て
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◆◆ 町県民税 ･ 還付申告の受付日程表 ◆◆

次の人は税務署で申告してください。
●土地、家屋、株式、ゴルフ会員権な
どの譲渡所得のある人
●青色申告の人
●平成22年分以前の申告をする人
●国外に居住する人を扶養している人
●山林所得のある人
～上記の人は町会場では申告できません～申告期間 　2月16日(木)～3月15日(木)

　還
か ん ぷ

付申告の人／2月6日(月)
　年金収入のみの人／2月7日(火)、8日(水)、9日(木)、10日(金)
受付時間　午前９時～11時、午後１時～４時（混雑状況により午前中に受付をしても相談が午後になる場合があります）
相談場所　毛呂山町役場　２階会議室
問 合 せ　町県民税について／役場税務課  町民税課税係  ｔ049（295）2112 内線195・196
　　　　　所得税などについて／申告案内コールセンター（申告案内窓口）ｔ049（235）9411

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

町県民税 ･所得税の
申告のお知らせ

申告のご注意�

受 付 日 受      付      地      区　　な　　ど
午前（９時～ 11 時） 午後（１時～４時）

２月　6 日（月）還付申告
の人

給与所得者で、医療費控
こうじょ

除または住宅借
かりいれきん

入金等特別控除の対象となるため、所得税の
還付申告をする人

2月7日から10日の受付地区は、大字（町名）です
２月　７日（火）

年金収入
のみの人

大字岩井・下川原、平山、岩井東 大字小
こ だ や

田谷・苦
にがばやし

林、中央

２月　8 日（水） 大字大谷木・前久保、南台 大字西
さ い ど

戸・葛
つづらぬき

貫・毛呂本郷

２月　9 日（木） 大字旭台・市場、若山 前久保南

２月 10 日（金） 大字川角・長瀬、岩井西
大字阿

あ す わ

諏訪・大類・権
ごんげんどう

現堂・宿
しゅくや

谷・滝ノ入・西大久保・

箕
み の わ だ

和田、目白台

2月16日以降の受付地区は、行政区です
２月 16 日（木）上

かみちょう

町、中町、毛呂病院ケアハウス 下
しもちょう

町、金
かねづか

塚、埼玉医大福祉棟、ジョイム毛呂山

２月 17 日（金）東
とううん

雲、小田谷、西
にしうら

裏団地 平山、平山ニュータウン

２月 18 日（土）指定日に来られない人

２月 20 日（月）前久保 岡本団地、いわい団地、ゆずの木台

２月 21 日（火）沢田 大
だ い し

師二区、シャルマンコーポ毛呂山自治会

２月 22 日（水）大師一区 長瀬一区、総庭団地

２月 23 日（木）長瀬二区、双葉団地 長瀬三区、第六団地、第九団地

２月 24 日（金）滝ノ入、杉ノ入団地 阿諏訪

２月 25 日（土）指定日に来られない人

２月 27 日（月）大谷木、宿谷、権現堂 葛貫、日
にっせい

生団地

２月 28 日（火）第一団地１区～３区、第四団地 第一団地４Ａ区～５区、第七団地、第十三団地

２月 29 日（水）第二団地１区～３区 第二団地４区～６区、第五団地、西
にしはら

原団地

３月　1 日（木）第三団地 毛呂山台

３月　２日（金）角
つ の き

木団地 学園台、日
に っ か

化団地、旭台団地（北・南）

３月　5 日（月）川角、玉
ぎょくりんじ

林寺 むさし野自治会、谷
や ば た

端団地

３月　6 日（火）西大久保 旭台、旭台（大）、大類、苦林

３月　７日（水）下川原 西戸、東
とうはら

原団地

３月　８日（木）市場、新南台自治会 箕和田、目白台自治会

３月　９日（金）

指定日に来られない人

３月 12 日（月）

３月 13 日（火）

３月 14 日（水）

３月 15 日（木）
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得
が
あ
っ
た
人

※
源
泉
分
離
課
税
さ
れ
て
い
る
配

当
所
得
に
関
し
て
は
申
告
不
要
で

す
が
、
申
告
し
た
場
合
、
総
合
課

税
と
な
り
ま
す
。

・
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出

さ
れ
て
い
な
い
人

・
所
得
の
な
い
人

　
（
申
告
書
裏
面
の
「
９　

所
得

が
無
か
っ
た
人
の
記
載
欄
」
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
16
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
の
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人
は
、
町
県
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
告
が
必
要
な
人

給
与
所
得
が
あ
る
人

・
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人
で
、
退
職
所
得
以
外

の
所
得
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

・
平
成
23
年
中
の
給
与
な
ど
の
収
入

金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

　

今
年
も
町
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
受
付
が
、
２
月
16
日
木
か
ら

３
月
15
日
木
ま
で
の
期
間
に
行
わ

れ
ま
す
。
役
場
で
の
申
告
受
付
は
、

４
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
な
る
べ

く
指
定
日
に
申
告
す
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
ま
た
は
税
務
署
か
ら
申
告

書
が
届
い
た
場
合
は
、
必
ず
そ
の

申
告
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
平
日
以
外

の
申
告
受
付
日
を
設
け
ま
し
た
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
毛
呂
山
町
役
場
／
２
月
18
日
土

　

・
２
月
25
日
土

●
川
越
税
務
署
／
２
月
19
日
日
・

2
月
26
日
日

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
毛

呂
山
町
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次

の
人
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

・
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事

業
を
営
ん
で
い
る
人
や
、
地
代
・

家
賃
・
利
子
・
配
当
な
ど
の
所

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

　

事
業
所
得
の
申
告
は
、
で
き
る

だ
け
税
務
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
の
わ
か
る
書
類

・
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る

人
は
、
原
則
と
し
て
平
成
23
年

分
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

・
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
収
支

内
訳
書
（
事
前
に
帳
簿
や
領
収

書
か
ら
、
売
上
や
必
要
経
費
を

整
理
、
計
算
し
て
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
）

②
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民

年
金
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
領
収
書

③
印
鑑

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

　
　

　

給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に

該
当
す
れ
ば
還
付
申
告
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除

　

本
人
、
ま
た
は
生
計
を
一
緒
に

す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族

の
た
め
に
、
平
成
23
年
中
に
支
払

っ
た
医
療
費
の
合
計
金
額
か
ら
、

健
康
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
を
差
し
引
き
、
さ
ら
に
総
所

得
金
額
な
ど
の
５
パ
ー
セ
ン
ト

（
10
万
円
が
上
限
）
を
差
し
引
い

た
残
額
が
、
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
23
年
分
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

②
平
成
23
年
中
の
医
療
費
の
領
収

書
・
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
の
わ
か
る
も
の
（
事
前

に
支
払
っ
た
医
療
費
の
合
計
を

を
計
算
し
て
く
だ
さ
い
）

③
印
鑑　

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
自

己
の
居
住
の
た
め
に
住
宅
を
取
得
、

ま
た
は
増
改
築
な
ど
を
し
た
人
で
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
税

制
改
正
に
よ
り
平
成　

年
か
ら
平

成　

年
ま
で
の
間
に
入
居
し
た
場

合
、
所
得
税
か
ら
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ

た
人
は
、
住
民
税
（
所
得
割
）
か

ら
控
除
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で

に
入
居
し
た
場
合
、
国
か
ら
地
方

へ
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、
所
得
税

か
ら
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額

を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
は
、
住

民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き

る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
年

末
調
整
を
済
ま
せ
た
給
与
所
得
者

は
、
住
民
税
の
申
告
が
不
要
に
な

り
ま
し
た
。

●
雑
損
控
除

　

地
震
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
や

火
災
、
盗
難
な
ど
で
損
害
を
受
け

た
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
寄
附
金
税
額
控
除

　

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
２

千
円
を
超
え
る
寄
附
を
し
た
場
合

に
対
象
に
な
り
ま
す
。

『
給
与
支
払
報
告
書
』
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

専
従
者
や
従
業
員
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
従
業
員
な
ど
の

住
所
地
の
市
町
村
に
、
平
成
23
年

分
の
給
与
支
払
報
告
書
を
１
月
31

日
火
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
報

告
書
の
提
出
が
な
い
と
、
専
従
者

や
従
業
員
は
、
町
県
民
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
の
申
告

は
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
23
年
中
に
土
地
・
建
物
・

山
林
・
株
式
な
ど
を
譲
渡
や
交
換

し
た
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
は
、
税
務

署
で
行
い
ま
す
の
で
、
日
程
に
し

た
が
っ
て
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
青
色
申
告
の
人
は
税
務
署

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告

ご
存
知
で
す
か
？

申
告
は
で
き
る
だ
け
指
定
日
に

税務署から　申告のお知らせ

平
日
以
外
の
申
告
受
付
日

町
県
民
税
の
申
告

還
付
申
告

21

25

11

18
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平
成
23
年
分
の
申
告
期
間
お
よ

び
納
付
期
限
な
ど
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
で
き
る
だ
け
お
早
め
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
は
、
「
自
分
で
正
し

く
計
算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納

税
す
る
」
と
い
う
制
度
で
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
期
間
／
２
月
16
日
木
～
３

月
15
日
木
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
15
日
木

●
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の

　

確
定
申
告

申
告
期
限
・
納
付
期
限
／
４
月

２
日
月
ま
で

●
贈
与
税
の
申
告

申
告
期
間
／
２
月
1
日
水
～
３

月
15
日
木
ま
で

納
付
期
限
／
３
月
15
日
木

※
川
越
税
務
署
の
駐
車
場
は
大
変

狭
い
た
め
混
雑
し
ま
す
。
お
車
で

の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
川

越
税
務
署
は
、
「
Ｊ
Ｒ
南
古
谷
駅
」

か
ら
徒
歩
約
７
分
で
す
。

※
2
月
19
日
日
、
２
月
26
日
日
に

は
川
越
税
務
署
会
場
に
限
り
、
確

定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
作
成
済
の

申
告
書
な
ど
は
、
必
要
書
類
と
と

も
に
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
す

る
ほ
か
、
税
務
署
の
「
時
間
外
文

書
収
受
箱
」
に
投
函
す
る
こ
と
に

よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

●
申
告
書
の
送
付
先

〒
３
５
０―

８
６
６
６
川
越
市

大
字
並
木
４
５
２―

２

川
越
税
務
署

※
控

ひ
か
え

の
返
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

返
信
用
封
筒
（
自
己
宛
名
明
記
の

う
え
、
切
手
貼
付
済
の
も
の
）
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
申
告
や
法

定
調
書
の
提
出
、
納
税
証
明
書
の

交
付
請
求
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
手
続
き
を

行
え
る
も
の
で
す
。
納
税
に
つ
い

て
も
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子
申
告
が
で

き
、
確
定
申
告
書
な
ど
の
各
種
用

紙
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

◎
平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び

電
子
証
明
書
を
付
し
て
、
申
告
期

限
内
に
行
う
と
、
所
得
税
額
か
ら

最
高
４
千
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
（
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
22

年
分
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除
を

受
け
た
人
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
。

◎
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
そ
の
記
載

内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省

略
で
き
ま
す
（
申
告
期
限
か
ら
５

年
間
は
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。

◎
還
付
金
は
早
期
処
理
を
し
て
い

ま
す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）
。

　

利
用
開
始
の
手
続
き
な
ど
、
詳

し
い
情
報
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｈ 
 h

ttp
:/

/w
w

w
.e

-ta
x
.n

ta
.

　

g
o
.jp

●
納
税

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
税
さ
れ
る
の
で
、
期
限
に

遅
れ
る
心
配
が
な
く
「
安
全
・
便

利
・
確
実
」
で
す
。

　

手
続
き
は
、
「
口
座
振
替
依
頼

書
」
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

税
務
署
ま
た
は
指
定
の
金
融
機
関

に
提
出
す
る
だ
け
で
す
。

●
振
替
納
付
日

所
得
税
／
４
月
20
日
金

消
費
税
／
４
月
25
日
水

●
還
付
申
告

　

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
本
人

名
義
の
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
に

よ
る
還
付
金
の
受
取
り
が
大
変
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
申
告
の
際
、
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
名
、
預
金
の
種

類
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
入

す
る
だ
け
で
す
。

※
銀
行
な
ど
の
統
廃
合
が
あ
っ
た

場
合
は
、
支
店
名
・
口
座
番
号
な

ど
の
変
更
の
有
無
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
住
所
や
姓
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
金
融
機
関
窓
口

で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

２
月
10
日
金
～
３
月
７
日

　

水
午
前
９
時
～
11
時
（
相
談

開
始
時
間
は
午
前
９
時
30
分
か

ら
）、
午
後
１
時
～
３
時
（
土
・

日
・
祝
日
は
お
休
み
）

※
混
雑
時
に
は
、
受
付
終
了
時
間

前
で
も
、
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
、

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
の

申
告
を
す
る
人
、
給
与
所
得
者

で
平
成
23
年
中
に
退
職
を
し
た

な
ど
年
末
調
整
が
お
済
み
で
な

い
人

※
源
泉
徴
収
税
額
の
無
い
人
に
は
、

還
付
す
る
金
額
は
生
じ
ま
せ
ん
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
、

右
記
以
外
の
内
容
の
人
は
、
税
務

署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所　

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
１

階
（
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

※
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
に
は
駐
車
場

が
あ
り
ま
せ
ん
。

至ふじみ野市

至川越市街

至川越 JR川越線 至大宮

スーパーマーケット

川越税務署

コンビニエンス
ストア

南古谷駅

県道川越・新座線　　至富士見市

県
道

並
木・川
崎
線

南古谷
駐在所

川越税務署川越税務署南古谷
駅前
南古谷
駅前

N

川越税務署地図

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
（
地
下
１
階
）

で
の
還
付
申
告
受
付

所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

川越税務署からの
お知らせ

問合せ　申告案内コールセンター

　（申告案内窓口）ｔ 049（235）9411

※自動音声応答に従い「0」番を選択

してください

申告のお知らせ

所
得
税
の
確
定
申
告
は

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
っ
た

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
!!
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国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に

は
、
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

や
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
全
員
の
確
定
申
告

ま
た
は
住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
学
生
や
家
族
の
扶
養

に
入
っ
て
い
る
人
、
お
よ
び
収
入

の
全
く
な
い
人
も
、
収
入
所
得
の

申
告
が
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す

（
た
だ
し
、
給
与
の
み
の
収
入
で

勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
や
、
15

歳
以
下
の
人
は
、
申
告
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

ま
た
申
告
が
な
い
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
税
額
の
軽
減
措
置
や

高
額
療
養
費
の
保
険
給
付
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
方
法
に

つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
の
5
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額

は
、
所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
お
手
数
で
も
ご
自
身
で
領
収

証
の
領
収
日
と
金
額
を
確
認
の
う

え
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
納
付
額
の
確
認
に
つ
い
て

は
、
お
電
話
で
の
お
問
い
合
せ
に

応
じ
る
ほ
か
、
来
庁
い
た
だ
け
れ

ば
納
付
額
確
認
書
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

納
付
額
の
確
認
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
普
通

徴
収
（
納
付
書
納
付
お
よ
び
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
）
に
加
え
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

よ
る
納
付
）
が
平
成
20
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

要
件
は
左
記
の
と
お
り
で
、
全

て
の
要
件
を
満
た
す
世
帯
主
が
、

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
新
た
に
特
別

徴
収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、
３

月
下
旬
ご
ろ
に
予
定
額
を
通
知
し

ま
す
。
す
で
に
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
基
本
的
に

は
２
月
の
特
別
徴
収
額
と
同
額
を
、

４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら

仮
徴
収
税
額
と
し
て
徴
収
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
年
税
額
に
つ
い
て

は
、
年
度
当
初
（
７
月
）
の
納
税

通
知
書
で
通
知
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
昨
年
中

の
収
入
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
正
し
い
年
税
額
は
、

所
得
確
定
後
の
７
月
に
通
知
し
て

い
ま
す
。
そ
の
税
額
を
年
金
保
険

者
に
通
知
す
る
の
に
、
さ
ら
に
２

か
月
以
上
を
要
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら

特
別
徴
収
が
開
始
に
な
る
人
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
額
を
６
等
分
し
た
額
を
便
宜

上
「
仮
徴
収
」
と
し
て
４
月
・
６

月
・
８
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

し
ま
す
。
そ
の
後
確
定
し
た
年
税

額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た

残
り
の
額
を
３
等
分
し
、
「
本
徴

収
」
と
し
て
、
10
月
・
12
月
・
２

月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

　

特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、
「
国

民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申

出
書
」
の
提
出
に
よ
っ
て
、
口
座

振
替
で
の
納
付
に
変
更
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
希
望
さ
れ
る
人

は
、
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
の
い
ず
れ
の
方
法
で
納
付
し
て

も
、
税
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
面
で
は
、
世
帯
主
以
外
の
口
座

を
指
定
し
た
場
合
、
口
座
所
有
者

が
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受

け
ら
れ
る
た
め
、
税
額
に
影
響
が

あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
保
険
者
に
通
知
す

る
な
ど
所
定
の
手
続
き
を
経
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
受
付

後
に
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を

実
際
に
停
止
す
る
ま
で
３
か
月
程

度
を
要
し
ま
す
。

必
要
な
物　

印
鑑
、
預
貯
金
通
帳

な
ど
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
物
、

預
貯
金
口
座
の
届
出
印

※
以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ

い
て
、
口
座
振
替
申
込
み
の
手
続

き
を
済
ま
せ
て
い
る
人
は
、
印
鑑

だ
け
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

申
告
に
つ
い
て
／
役
場

税
務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線

１
９
５
・
１
９
６
、
納
付
額
に

つ
い
て
／
役
場
税
務
課
納
税
係

ｔ
内
線
１
９
３
・
１
９
４

平
成
23
年
中
の
収
入
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

皆
さ
ん
へ

国保マスコット健康まもるくん

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
度
か
ら
最
初

の
納
期
が
７
月
に
変
更
に

な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書

は
７
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
、
期
限
内
納
付

に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
納
期
が
変
更
に
な
り
ま
す

１

期

２

期

３

期

４

期

新
7

月

8

月

9

月

10

月

旧
6

月

7

月

8

月

9

月

５

期

６

期

７

期

８

期

新
11

月

12

月

1

月

2

月

旧
10

月

11

月

12

月

1

月

●特別徴収の要件●
・世帯主本人が国民健康保険加入者。
・加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯。
・世帯主が公的年金を年額18万円以上受給し

ている。
・世帯主の介護保険料が年金から特別徴収さ

れている。
・介護保険料と国民健康保険税の合計額が、

世帯主の年金受給額の2分の1を超えていな
い。

仮
徴
収
と
本
徴
収

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す
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【
規
律
あ
る
態
度
の
育
成
】

泉野小学校

豊かな心のふれあう学校

　

泉
野
小
は
、
子
ど
も
た
ち
も
先
生
も

や
る
気
い
っ
ぱ
い
・
や
さ
し
さ
い
っ
ぱ

い
・
元
気
い
っ
ぱ
い
の
学
校
で
す
。
そ

し
て
「
豊
か
な
心
の
ふ
れ
あ
う
学
校
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
だ
本

校
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

学
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
基き

ば
ん盤

に

な
る
の
が
、
学
習
や
生
活
の
規
律
を
確

立
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
あ
い
さ
つ
」「
話
を
聞
く
態
度
」「
靴

を
そ
ろ
え
る
」
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
朝
は
、
代
表
委
員
会
や
生
活
委
員

会
の
児
童
、
そ
れ
に
、
自
主
的
に
参
加

す
る
児
童
と
正
門
や
昇
降
口
前
で
い
っ

し
ょ
に
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
授
業
の
始
め
と
終
わ
り
に

も
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
朝
会
で
は
、
体
育
館

や
校
庭
に
、
５
分
前
に
は
集
合
し
、
と

て
も
静
か
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
「
靴
を
そ
ろ
え
る
」
こ
と
も

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。　

　

　

問
題
を
じ
っ
く
り
考
え
た
り
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
取
り
組
ん
だ
り
す

る
集
中
力
を
つ
け
る
に
は
、
運
動
面
で

の
が
ん
ば
る
力
が
大
き
く
関
係
し
ま

す
。
「
お
は
よ
う
タ
イ
ム
」
と
い
っ
て

毎
週
朝
の
15
分
間
を
使
い
短
距
離
走
、

持
久
走
、
縄
跳
び
な
ど
を
し
て
体
を
鍛

き
た

え
て
い
ま
す
。
体
育
の
授
業
で
も
「
い

ず
み
っ
子
体
操
」
（
音
楽
に
合
わ
せ
て

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
操
風
の
全
身
運
動
）

や
短
距
離
走
を
取
り
入
れ
て
、
運
動
量

を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

「
青
空
タ
イ
ム
」
で
は
、
週
に
１
回

の
予
定
で
昼
休
み
を
35
分
間
と
っ
て
ク

ラ
ス
全
体
で
体
を
動
か
す
活
動
を
し
て

体
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

本
校
で
は
昨
年
度
よ
り
算
数
の
授
業

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
礎
学

力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
力
を
元
に
、
主
体

的
に
学
習
し
、
活
用
す
る
能
力
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
主
に
次

の
こ
と
を
中
心
に
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

①
１
時
間
の
授
業
の
流
れ
が
子
ど
も
た

ち
に
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

②
課
題
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方

で
、
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

③
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
発
表
を
取
り

入
れ
、
多
く
の
児
童
が
発
表
す
る
機
会

を
持
て
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。　

④
ノ
ー
ト
の
使
い
方
を
指
導
し
、
授
業

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
き
れ
い
に
ま

と
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。　

⑤
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
こ
と
を
元
に
自

分
で
考
え
る
時
間
を
十
分
に
と
り
、
子

ど
も
同
士
で
解
決
で
き
る
よ
う
な
力
を

つ
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　

⑥
課
題
や
ま
と
め
の
言
葉
を
子
ど
も
た

ち
自
身
が
考
え
る
よ
う
に
し
て
主
体
性

を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
『
教
育
に

関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
』
（
「
読
む
・

書
く
」
「
計
算
」
の
基
本
的
な
学
習
の

テ
ス
ト
）
の
学
力
に
関
し
て
の
達
成
率

は
、
年
々
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　　

各
学
年
で
体
験
活
動
に
取
り
組
み
、

心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
児
童
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

４
年
生
は
、
「
毛
呂
山
菊
花
会
」
の

協
力
で
一
人
一
鉢
の
菊
作
り
を
し
て
い

ま
す
。　

　

５
年
生
は
、
本
校
の
伝
統
で
も
あ
る
稲

作
づ
く
り
で
餅も

ち
ご
め米

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

主
に
田
植
え
と
稲
刈
り
が
中
心
で
す

が
、
で
き
た
餅
米
で
、
お
も
ち
つ
き
や

赤
飯
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
は
、
「
響
き
」
の
ご
指
導
の

も
と
、
和
太
鼓
の
演
奏
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
も
今
年
で
５
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
町
の
音
楽
祭
や
校
内
で

素
晴
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

年
間
を
通
し
て
学
校
が
花
で
き
れ
い

に
な
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
が
花
を

育
て
て
い
ま
す
。

　

春
か
ら
夏
は
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

ホ
ウ
セ
ン
カ
な
ど
。
秋
か
ら
冬
は
、
各

種
球
根
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど
で
す
。
登
校

す
る
と
す
ぐ
に
水
を
あ
げ
る
子
も
た
く

さ
ん
い
て
、
芽
が
出
た
り
花
が
咲
い
た

り
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
豊
か
な
活
動
が
で
き
る
の

は
、
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
人
や

学
校
応
援
団
の
協
力
に
よ
る
も
の
が
大

き
い
で
す
。
職
員
も
子
ど
も
た
ち
も
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

やる気いっぱい・やさしさいっぱい・元気いっぱい

 

【
体
力
の
向
上
】

 

【
学
力
の
向
上
】

 

【
豊
か
な
体
験
活
動
】

 

【
地
域
の
協
力
】

学級ごとのゲーム
（青空タイム）

グループでの相談
（算数の授業）

校内での和太鼓演奏
（６年生）

菊の世話
（４年生）



和のはじめ、「世界的大発明!」と銘
めい う

打ち、彗
すい

星
せい

のごとくあらわれた滋
じよ う

養飲料「どりこの」。人びと
を魅

みりょう

了し愛されたこの伝説の飲料は、戦争の激化とと
もに製造が打ち切られ、秘伝とされ
る製造法も失われて、今では液体
を甦
よみがえ

らせることも叶
かな

わない。はたし
て幻
まぼろし

の「どりこの」とはどんな飲料
だったのか？　当時の写真をふんだ
んに使いその謎に迫る「発掘ルポ」
です!」

「昭 のくだものといえば「みかん」。そんなみか
んの皮のいろいろなむきかたを、主人公の「むきお
くん」がポイントと共に紹介。みかんをむくことに
より、物を作る楽しさを感じるこ
との出来る工作絵本です。ストー
リー仕立てになっており、見ても
読んでも楽しめる、とてもユニー
クな一冊です」

「冬
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毎週月曜日および29日（水）

℡(295)4111

ぼくらのキャンパス
356　泉野小学校

■おはなし会■子ども映画会

図書館へ行こう

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など／1人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人5点まで（2週間）

児童館へ行こう

2月の休館日

2月の休館日

℡(295)1015

日　時　2月11日（祝）  午後2時～3時35分
場　所　図書館2階　視聴覚室
定　員　先着50人
内　容  「さよなら、アルマ～赤紙をもらった犬～」
　　戦時中、出兵した多くの犬がいた。実在する一枚の
　写真からうまれた、犬と兵士の友情物語。

毎週日・月曜日および
11日（祝）

■本の紹介

■大人のためのおはなし会

■遊びにおいでよ！   ぴょんぴょん広場

日　時　2月25日（土）  午後2時～2時30分
場　所　図書館2階　視聴覚室
内　容　おはなし、絵本の読み聞かせ、紙芝居など
対　象　1歳児から小学生まで。小さなお子さんは、
　　　　保護者同伴でご参加ください。

5年　岩
いわ

上
かみ

　啓
けい

人
と

くん

6年　田辺　幸
こう

輝
き

くん

3年　村岡　佳
けい

治
じ

くん

「いつも町を守って　
　　　　くれる消防」

「ストライク」

「アジアの仲間」

　いつもは子どもたちが聞いている「おはなし」を、大人
も楽しんでみませんか（申込み不要）。
日　時　2月14日（火）  午前10時～11時30分
場　所　図書館2階　視聴覚室
対　象　大人ならどなたでも参加できます（保育を希望
　　　　される場合は、前もってご連絡ください）。

『伝説の「どりこの」』
　宮島　英

ひでき

紀／著　角川書店／出版

　初めての参加でも大丈夫。リズムに乗って体操をした
り、お話を聞いたり、工作を楽しんだり。指導員の先生が
やさしく教えてくれます。
日　時　2月１日（水）、8日（水）、15日（水）、22（水）、
　　　　29日（水）
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　2歳前後の幼児とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き　　　

『あたらしいみかんのむきかた』
　岡田　好

よしひろ

弘／作　神
かみや

谷　圭介／絵・文　小学館／出版
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わだいの　　 選特
wadai-no tokusen　CAMERA　REPORT

『第25回ゆず祭り』
ゆ ずの香りに誘われて�

『第45回黒山鎌北湖駅伝大会』

仲 間との絆
きずな

を襷
たすき

にたくす

　12月10日、11日に滝ノ入集会所において『第25

回ゆず祭り』が行われました。集会所には町内外から

大勢の人が詰めかけ、朝早くから化粧箱に入った贈答

用のゆずなどがたくさん売れました。会場では、ゆず

だけでなく、地元で加工されたゆずみそ、ゆずジャム

などの加工品の販売も行われました。また、地元のゆ

ずのＰＲにもろ丸くんも活躍しました。

　12月18日、図書館において『クリスマス　子ども

の集い』が行われました。当日は、人形劇団オッぺに

よる人形劇や布絵本、クリスマスソングの合唱などが

行われました。また、サンタクロースやもろ丸くんも

登場し、プレゼントを配るなどして、会場を盛り上げ

ました。参加した子どもたちは皆、楽しいひとときを

過ごしました。

　12月4日、『第45回黒山鎌北湖駅伝大会』が開催

されました。この駅伝は、毛呂山総合公園をスター

トとし、鎌北湖、越生町の黒山を経由してゴールで

ある越生町中央公民館を目指す24.3キロメートルを

６区間に分け競うレースです。今年は66チームが参

加し、起
き ふ く

伏に富んだコースを走
そ う は

破しました。各選手と

も、ゴールまで襷を繋
つな

ぐために、それぞれが与えられ

た各区間を懸
けんめい

命に駆け抜けました。

『埼玉県こども動物自然公園』の　
　　　　　　「カピバラ温泉」ゆ ず入りのお湯にのんびりと

『クリスマス　子どもの集
つど

い』
図 書館で楽しいひとときを�

　12月10日から25日までの限定で、東松山市にあ

る『埼玉県こども動物自然公園』において行われてい

るイベント「カピバラ温泉」がゆず湯に変わりまし

た。このゆずは、毎年毛呂山町の生産農家から寄附を

受けたものを使用しています。カピバラたちは、連日

ゆずの香りが漂うお風呂に気持ちよさそうに、のんび

りと浸
つか

かっていました。なお、「カピバラ温泉」は３

月下旬ごろまで行われる予定です。
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と
を
決
め
た
。
間
も
な
く
し
て
現
地
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
関
口
さ
ん
の
お
宅
に
２

匹
の
犬
を
連
れ
て
き
た
。
２
匹
と
も
、
震

災
で
飼
い
主
と
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
犬
だ
。
「
名
前
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
、
初
め
は
い
ろ
い
ろ
呼
び
か
け
て
み
ま

し
た
。
で
も
、
反
応
が
な
か
っ
た
の
で
、

白
い
犬
を
シ
ロ
、
黒
い
犬
を
ク
ロ
と
名
づ

け
ま
し
た
」
と
廣
さ
ん
は
言
う
。
妻
の
恵

子
さ
ん
は
、
「
連
れ
て
き
た
と
き
は
、
２

匹
と
も
全
く
吠ほ

え
ず
、
ぴ
っ
た
り
と
身
を

寄
せ
合
っ
て
い
ま
し
た
。
地
震
の
恐
怖
体

験
か
ら
、
全
身
を
震
わ
せ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
」
と
当
時
の
様
子
を
振
り
返

る
。

　

連
れ
て
き
た
ば
か
り
の
こ
ろ
と
一
番
大

き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
犬
た
ち
の
『
目
』

だ
と
い
う
。
当
初
、
シ
ロ
を
お
風
呂
に
入

れ
よ
う
と
し
た
廣
さ
ん
に
、
シ
ロ
は
つ
り

上
が
っ
た
目
と
鋭
い
キ
バ
を
向
け
た
。
一

方
で
ク
ロ
は
、
ス
ト
レ
ス
で
し
っ
ぽ
の
毛

が
抜
け
落
ち
て
い
た
。
そ
ん
な
２
匹
だ
っ

た
が
、
１
か
月
後
に
は
、
２
匹
と
も
す
っ

か
り
２
人
に
慣
れ
、
元
気
に
駆
け
回
る
よ

う
に
な
っ
た
。
恵
子
さ
ん
は
、「
毎
日
だ
っ

　

昨
年
５
月
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の
ひ

と
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
関
口
廣
さ
ん
の
目
に

止
ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
関
口
さ
ん

は
、
震
災
で
飼
い
主
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ

た
犬
の
う
ち
、
小
さ
い
犬
は
引
き
取
り

手
が
早
く
見
つ
か
る
が
、
大
き
い
犬
ほ
ど

引
き
取
り
手
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
を
知

り
、
す
ぐ
に
福
島
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
電
話
を
か
け
犬
を
引
き
取
る
こ

た
と
え
ひ
と
つ
で
も
い
い
。
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
。

「
名
前
の
な
い
」
犬
と
出
会
っ
て

こ
す
る
よ
う
に
し
た
お
か
げ
で
、
今
で
は

優
し
い
目
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

少
し
甘
や
か
し
す
ぎ
た
こ
と
を
反
省
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　　

い
ろ
い
ろ
な
被
災
地
支
援
が
あ
る
な
か

で
、
関
口
さ
ん
夫
妻
は
な
ぜ
、
犬
を
保
護

す
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
か
。
そ
の
理
由
を

尋た
ず

ね
た
と
こ
ろ
、
「
も
と
も
と
動
物
が
好

き
な
ん
で
す
。
以
前
、
人
を
噛か

ん
だ
こ
と

の
あ
る
犬
を
引
き
取
っ
て
大
事
に
育
て
た

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
犬
で
も
引

き
取
れ
る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
被
災
地
を
訪
れ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
と
い
う
の
も
理
由
の
一
つ
で
す
。

そ
の
点
、
犬
を
引
き
取
る
な
ら
な
ん
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
廣
さ
ん

が
話
し
て
く
れ
た
。

　　

２
匹
の
こ
と
が
大
好
き
な
関
口
さ
ん
夫

妻
だ
が
、
も
し
元
の
飼
い
主
が
現
れ
た
ら
、

飼
い
主
に
返
す
こ
と
が
一
番
だ
と
考
え
て

い
る
。
実
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ク
ロ

の
こ
と
を
知
っ
た
人
が
、
福
島
か
ら
訪
ね

１
か
月
で
仲
良
く
な
れ
た

関
口　

廣ひ
ろ
しさ

ん
・
恵け
い
こ子

さ
ん  

〜
ゆ
ず
の
木
台
〜

―

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
�
�
�
�
�
�
編―

な
ぜ
、
犬
を
引
き
取
っ
た
の
か

も
し
、
飼
い
主
が
現
れ
た
ら
!

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
残
念
な
が
ら

先せ
ん
ぽ
う方

が
探
し
て
い
る
犬
と
は
違
う
犬
で
し

た
。
し
か
し
、
探
し
て
来
て
く
だ
さ
る
方

が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
犬
を

大
切
に
思
っ
て
い
る
方
が
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
と
て

も
嬉
し
く
思
え
ま
し
た
」
と
恵
子
さ
ん
。

廣
さ
ん
は
「
飼
い
主
が
見
つ
か
っ
て
引
き

取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
た

別
の
、
心
に
傷
を
負
っ
た
犬
を
う
ち
が
引

き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
理
想

で
す
」
と
い
う
。

　

廣
さ
ん
は
毎
日
、
犬
た
ち
を
散
歩
に
連

れ
て
行
く
。
だ
が
、
散
歩
中
に
出
会
う
人

に
犬
を
引
き
取
っ
た
話
を
し
て
も
、
「
そ

う
で
す
か
。
大
変
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
て

し
ま
う
。ど
う
す
れ
ば
、「
自
分
も
し
た
い
」

と
い
う
人
が
で
て
く
る
の
か
思
案
中
だ
と

い
う
。
恵
子
さ
ん
も
、
「
本
当
は
も
っ
と

多
く
の
犬
を
引
き
取
り
た
い
け
れ
ど
、
う

ち
に
は
シ
ロ
と
ク
ロ
の
ほ
か
に
、
も
と
も

と
２
匹
の
犬
が
い
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
は

無
理
で
す
。も
し
も
飼
え
る
人
が
い
た
ら
、

１
匹
で
も
多
く
の
犬
を
引
き
取
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。　

　

「
犬
を
飼
う
こ
と
に
限
ら
ず
、
小
さ
な

こ
と
で
も
出
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
皆

が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
た
と
え
ひ
と
つ
で
も
い

い
か
ら
『
自
分
に
出
来
る
支
援
を
し
よ

う
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
た
ら
い
い
で

す
ね
」
と
２
人
は
話
し
て
く
れ
た
。

自
分
に
で
き
る
支
援
を
し
よ
う

キ

ラリ
輝いてます！

と
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
関
口
廣
さ
ん
の
目
に

シロ（左）とクロ（右）を引き取り育てている関口さん夫妻



やくばの仕事を
　　ご紹介します⑤

管
財
課

瀬せ

な

み波　

行ゆ

き

お男　

課
長

教
育
総
務
課

八
木
原 

睦
む
つ
み 

課
長

生
涯
学
習
課

村
木　

 

功
い
さ
お 

課
長

学
校
教
育
課

髙
沢 

佳よ
し
ひ
ろ弘  

課
長

　

管
財
課
の
主
な
仕
事
は
、
町
の
財
産
管

理
と
契
約
の
事
務
で
す
。
例
え
ば
公
園
管

理
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全
て

次
世
代
へ
繋つ

な

ぐ
町
の
大
切
な
財
産
で
す
の

で
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
管

財
課
で
は
、

契
約
事
務

を
統
括
し
、

「
大
切
な

税
金
」
が
無
駄
な
く
適
正
に
使
わ
れ
る
よ

う
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
日
々
努
力
し
て

い
ま
す
。

財
産
管
理
係　

町
有
財
産
の
取
得
、
処
分

　

お
よ
び
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
土

　

地
開
発
公
社
に
関
す
る
こ
と
。
公
園
の

　

維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
公
営
住
宅

　

に
関
す
る
こ
と
な
ど
。

契
約
係　

入
札
参
加
資
格
審
査
お
よ
び
指

　

名
業
者
資
格
審
査
会
に
関
す
る
こ
と
。

　

工
事
請
負
業
者
等
指
名
委
員
会
に
関
す

　

る
こ
と
。
工
事
等
の
入
札
に
関
す
る
こ

　

と
な
ど
。
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学
校
教
育
課
で
は
、
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
学
習
内
容
、
教
職
員
の
勤
務
、

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り
な
ど
に
関
す

る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
就
学
事
務
や
幼
稚
園
就
園
奨
励
補

助
な
ど
の
事
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な

で
育
て
る

毛
呂
山
の

未
来
!
」

を
合
言
葉

に
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上
、
健
康

で
心
豊
か
な
児
童
・
生
徒
の
育
成
、
よ
り

よ
い
学
習
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
だ
れ
で
も
、
学
び
た
い
こ
と
を
自

由
に
学
び
、
学
ん
だ
成
果
が
評
価
さ
れ
、

活
か
さ
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
学
習
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
人
権
を

尊
重
す
る

学
習
会
、

文
化
教
養

を
深
め
る

各
種
の
講

座
や
教
室

な
ど
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
団
体
と
連

携
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
総
務
課
は
、
庁
舎
の
５
階
に
あ
り

ま
す
。
主
に
教
育
委
員
会
の
事
務
や
、小
・

中
学
校
の
施
設
管
理
を
行
い
児
童
・
生
徒

の
学
習
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、
光
山
小
学
校

校
舎
と
川

角
中
学
校

体
育
館
の

耐
震
補
強

工
事
、
毛

呂
山
中
学

校
武
道
場
建
設
工
事
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
総
務
係　

教
育
委
員
会
の
会
議
や
任

　

免
に
か
か
る
職
員
の
人
事
、
給
与
等
に

　

関
す
る
こ
と
。
教
育
委
員
会
の
規
則
等

　

の
制
定
・
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。
町
長

　

部
局
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

　

学
校
に
係
る
予
算
の
執
行
お
よ
び
管
理

　

に
関
す
る
こ
と
。
学
校
の
設
置
お
よ
び

　

廃
止
に
関
す
る
こ
と
。
学
校
施
設
の
維

　

持
管
理
に
関
す
る
こ
と
な
ど
。

指
導
係　

教
職
員
の
人
事
お
よ
び
給
与
に

　

関
す
る
こ
と
。
学
校
教
育
の
指
導
、
助

　

言
に
関
す
る
こ
と
。
教
育
相
談
の
総
合

　

調
整
に
関
す
る
こ
と
な
ど
。

学
務
係　

児
童
・
生
徒
の
就
学
お
よ
び
転

　

入
学
に
関
す
る
こ
と
。
通
学
区
域
に
関

　

す
る
こ
と
。
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

　

補
助
金
に
関
す
る
こ
と
な
ど
。

学
習
支
援
係　

生
涯
学
習
の
推
進
に
関
す

　

る
こ
と
。
人
権
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と
な

　

ど
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　

社
会
体
育
事
業
の
企

　

画
運
営
に
関
す
る
こ
と
。
体
育
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
奨
励
に
関
す
る
こ

　

と
な
ど
。



受賞おめでとうございます

秋の叙
じょくん

勲
　～長年にわたり、防衛および
　　　　　　　防衛行政の分野に貢献～
　瑞宝小綬章　　　中

ちゅうじょう
條　　豁

とおる
さん（双葉団地）

　瑞宝小綬章　　　荻
おぎた
田　侑

ゆうこう
功さん（双葉団地）

※今回掲載した受賞者は、平成23年７月１日から12月31日までの間に国、県などから表彰を受けた人で、町を通じて
申請手続きを行った人などを中心に掲載しています。

　　石井　　実さん（ゆずの木台）
　　神田　將

まさのり
則さん（ゆずの木台）

　　葛
つづらぬき
貫住吉四

ししょ
所神社獅子舞保存会（葛貫）

埼玉県スポーツ少年団表彰

埼玉県地域安全功労団体表彰

　～長年、スポーツ少年団指導者として
　　　　　　　　　青少年健全育成に貢献～埼玉県統計協会会長表彰

（埼玉県表彰）

（地区表彰）
地域安全功労団体表彰

シラコバト賞
　～日常、身近なところで住みよい地域社会の実現  
　　のため、積極的実践活動を地道に続けている活
　　動と功績を顕彰～

（毛呂山町表彰）
特別有功表彰

危険業務従事者叙勲
（国表彰）

　　ＦＣパルセイロ jr　芝
しばやま
山昇一郎さん（新南台）

埼玉県知事表彰
　～長年にわたり、社会福祉の発展と推進に貢献～
　　丸木　清浩さん（毛呂本郷）
　～長年にわたり、統計業務に尽力～
　　矢

やはた
幡多美子さん（毛呂山台）

全国社会教育委員連合表彰
　～多年にわたり、社会教育委員の重責に任じ、
　　社会教育の推進に貢献～
　　栗原　明子さん（第六団地）

（関東地方表彰）

　～長年にわたり、町のスポーツ振興に貢献～
　　関　　清

きよたか
隆さん（大師二区）

関東体育指導委員協議会表彰

　～長年にわたり、統計業務に尽力～
　　櫻

さくらい
井　愼一さん（大師二区）

統計功労者表彰
　～長年にわたり、統計業務に尽力～
　　総務大臣表彰　　川上　幸

さちこ

子さん（西大久保）

　～長年にわたり、町政の発展に尽力～
　　伊藤　和由さん（川角）
　　岡野　　勉

つとむ

さん（西大久保）

　～防衛、警察の業務に功績を残し、
　　　　　　　長年、危険な業務に携わった～
　瑞宝双光章　　　下

しもとり
鳥　三

みつあき
秋さん（双葉団地）

　瑞宝単光章　　　浅見　政秋さん（双葉団地）
　瑞宝単光章　　　上原　　進さん（第九団地）
　瑞宝単光章　　　小室　照

てるし
志さん（川角）

社団法人埼玉県防犯協会連合会会長、埼玉県警察本部
長連盟表彰
　　毛呂山町防犯ボランティア「ゆず」
　　　会長　小山　政

まさじ
次さん（大師二区）

埼玉県地域安全功労者表彰

西入間地区防犯協会長、西入間警察署長連盟表彰
　萩

はぎはら
原　　亘

わたる
さん（小田谷）

　山田　敏夫さん（滝ノ入）
　柏
かしわくら
倉　照

てる み
美さん（西戸）

　森井　久志さん（第二団地）

西入間地区防犯協会長、西入間警察署長連盟表彰
　泉野小学校学校応援団安心安全ボランティア
　　目白台地区代表　谷

たにずみ
住　妙子さん（目白台）

地域安全功労者表彰

社団法人埼玉県防犯協会連合会会長、埼玉県警察本部
長連盟表彰
　　秋

あきにわ
庭　利弘さん（むさし野自治会）

　～長年にわたり、町政の発展に尽力～
　　小沢　信義さん（西戸）

有功表彰
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す
る
人
、
本
案
の
利
害
関
係
者

計
画
案
の
公
表
場
所　

福
祉
課
お

よ
び
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法　

郵
送
、
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

意
見
の
提
出
先　

役
場
福
祉
課
障

害
福
祉
係

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

　

内
線
１
１
６
・
１
１
７
、
ｆ
２

　

９
５―

２
１
２
６

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ｈh

ttp
://w

w
w

.to
w

n
.m

o
ro

yam
a.

saitam
a.jp

）
の
「
行
政
情
報
→
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日　

３
月
11
日
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

　

■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　2月26日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係

　　　　ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

公共施設電話案内

休日納入窓口　2月26日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み

　（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　高齢者支援課保険料係

　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

知
ら

お

せ

　

平
成
24
・
25
年
度
の
学
校
給
食

用
物
資
納
入
業
者
の
申
請
登
録
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
間　

２
月
１
日
水
～
20
日

月
申
・
問　

毛
呂
山
町
学
校
給
食
セ

　

ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
─
２
２
４
２

　

町
で
は
家
庭
の
事
情
（
経
済
的

理
由
な
ど
）
に
応
じ
て
、
小
・
中

学
生
の
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
校
外
活
動
費
な
ど
の

援
助
を
し
て
い
ま
す
。

対　

平
成
23
年
度
ま
た
は
平
成
24

年
度
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
決

定
を
受
け
た
人
で
、
教
育
委
員

会
が
認
め
た
人

　

①
生
活
保
護
が
停
止
あ
る
い
は

　

廃
止
に
な
っ
た
人
、
②
児
童
扶ふ

　

養よ
う

手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

　

人
、
③
町
民
税
が
減
免
あ
る
い

は
非
課
税
に
な
っ
た
人
、
④
国

　

民
年
金
保
険
料
ま
た
は
国
民
健

　

康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
た
人
、

⑤
こ
の
ほ
か
、
事
情
に
よ
り
収

入
が
少
な
く
経
済
的
に
困
っ
て

い
る
人
で
、
教
育
委
員
会
が
認

め
た
人

申
請
期
間　

随
時
受
付
。
た
だ
し
、

年
度
当
初
か
ら
の
認
定
に
つ
い

て
は
3
月
12
日
月
ま
で
。

申
・
問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育

　

課
に
あ
る
申
請
書
に
収
入
を
証

明
で
き
る
書
類
（
お
よ
び
②
～

　

④
に
つ
い
て
は
証
明
す
る
書
類

　

の
写
し
）
を
添
付
し
て
、
教
育

　

委
員
会
学
校
教
育
課
学
務
係
ｔ

内
線
５
３
１
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

現
在
、
町
で
策
定
中
の
「
第
三
次

毛
呂
山
町
障
害
者
福
祉
計
画
・
第

３
期
毛
呂
山
町
障
害
福
祉
計
画
」

に
つ
い
て
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
水
か
ら
３
月
１

日
木
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
で
き
る
人　

町
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
、
町
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人
・

団
体
、
町
税
の
納
税
義
務
を
有

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

学
校
給
食
用
物
資
納
入
業

者
の
申
請
登
録
に
つ
い
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実

施
の
お
知
ら
せ

上
級
救
命
講
習
会
の

お
知
ら
せ

日･････日　時　　場･････場　所
定･････定　員　　対･････対象者
料･････料金・費用
申･････申込み　　問･････問合せ先
ｔ･････電話番号／ｆ･･･ファクス番号
ｅ･････電子メールアドレス
ｈ･････ホームページアドレス

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

information

毛呂山町役場

インフォメーション
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署
定　

先
着
20
人

受
講
料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

申
・
問　

２
月
１
日
水
か
ら
29
日

　

水
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

　

─
０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
を
受
け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
退
職
者
医

療
制
度
に
該
当
し
ま
す
。
退
職
者

医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担

と
国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
社

会
保
険
な
ど
か
ら
の
拠

き
ょ
し
ゅ
つ出

金
が
財

源
と
な
っ
て
お
り
、
制
度
に
該
当

し
て
い
て
も
届
出
が
な
い
と
、
拠

出
金
で
負
担
す
る
べ
き
医
療
費
を

国
民
健
康
保
険
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
、
今
後
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

１　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け

て
い
て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
（
ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年

以
上
）
あ
る
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
人

２　

退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
の

　

被
扶
養
者

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の

世
帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険

者
本
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て

い
る
65
歳
未
満
の
配
偶
者
お
よ
び

三
親
等
内
の
親
族
（
た
だ
し
、
年

間
収
入
が
一
定
基
準
額
を
超
え
る

人
は
被
扶
養
者
に
該
当
し
ま
せ
ん
）

届
出
の
方
法

　

保
険
証
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
国
保

年
金
係
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
人
に
は
、
役

場
か
ら
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８　
　
　

　

か
つ
て
国
民
年
金
の
任
意
加
入

の
対
象
者
で
あ
っ
た
と
き
に
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。
支

給
対
象
と
な
る
人
は
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

１　

平
成
３
年
３
月
以
前
に
任
意

　

加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

２　

昭
和
61
年
３
月
以
前
に
任
意

　

加
入
の
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者

　

（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど

　

の
加
入
者
）
の
配
偶
者

　

い
ず
れ
も
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初

診
日
（
※
）
が
あ
り
、
現
在
、
障

害
基
礎
年
金
１
級
、
２
級
相
当
の

障
害
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、

初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

内
線
１
２
７
・
１
２
８

㊐　

２
月
15
日
水
午
後
１
時
30
分

～
４
時
（
午
後
０
時
30
分
受
付
）

場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

講
演　

後
藤
一か

ず

ま麿
さ
ん
（
宮
城
県

南
三
陸
町
語
り
部
の
会
）
ほ
か

問　

埼
玉
県
危
機
管
理
課
ｔ
０
４

　

８―

８
３
０―

８
１
４
１

　

日
中
の
ピ
ー
ク
時
間
帯
（
午
前

10
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分
）
の

戦後強制抑留者の皆さまへ
問　役場福祉課地域福祉係
　　ｔ（295）2112内線111・112

混
雑
緩
和
の
た
め
、
年
金
相
談
で

来
訪
の
際
は
、
午
前
8
時
30
分
～

9
時
30
分
の
時
間
帯
や
午
後
3
時

以
降
の
比
較
的
待
ち
時
間
の
少
な

い
時
間
帯
に
来
訪
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
川
越
駅
前
に
は
電
話
予

約
に
よ
る
来
訪
相
談
専
用
の
「
街

角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
川
越

（
オ
フ
ィ
ス
）
」
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
で
は
年
金
事
務

所
と
同
様
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
相
談
は
完
全
予

約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
再
発
行
業
務

（
年
金
証
書
・
振
込
通
知
書
な
ど
）

は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問　

川
越
年
金
事
務
所
（
川
越
市

　

脇
田
本
町
15
─
13
東
上
パ
ー
ル

ビ
ル
３
階
）
ｔ
２
４
２
─
２
７

　

６
４
、
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
川
越
（
オ
フ
ィ
ス
）
（
川

　

越
市
脇
田
本
町
16
─
23
川
越
駅

前
ビ
ル
８
階
）
ｔ
２
９
１
─
２

　

８
２
０

　

会
議
の
傍

ぼ
う
ち
ょ
う

聴
に
つ
い
て
は
、
人

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左

記
ま
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

㊐　

２
月
７
日
火
午
後
１
時
30
分

　

か
ら

場　

役
場
２
０
４
会
議
室

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ
内
線
１
１
８

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付

金を支給しています。請求書が届いていない

人は請求書類をお送りしますので、下記請求

先までご連絡ください。なお、すでに特別給

付金を支給された人は、再度の請求はできま

せんのでご注意ください。

対象者　旧ソ連またはモンゴル国の地域にお

　ける戦後強制抑留者で、平成22年６月16

　日に日本国籍を有する人（施行日以後に亡

くなられた人の遺族）

請求期間　平成２４年３月３１日まで

請求先・問合せ　独立行政法人平和祈念事業

特別基金ｔ０５７０（０５９）２０４（ナ

ビダイヤル・平日午前９時～午後６時・土

日、祝日は利用不可）

退
職
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に

つ
い
て

川
越
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

高
齢
者
総
合
計
画
推
進
会

議
を
公
開
し
ま
す

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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子
育
て
支
援
室
で
は
、
子
ど
も

の
発
達
に
関
す
る
専
門
の
知
識
を

持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て
に
関
す

る
相
談
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

日　

２
月
６
日
月
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で

場　

東
公
民
館
子
育
て
支
援
室

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

問　

役
場
子
ど
も
課
子
育
て
支
援

係
ｔ
内
線
１
３
９

勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
実
働

７
時
間
45
分
／
１
日
）

※
土
曜
日
は
午
前
中
勤
務
で
交
替

制応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
有
す

る
人
（
午
前
７
時
30
分
～
午
後

６
時
30
分
ま
で
の
シ
フ
ト
制
勤

務
可
能
な
人
）

賃
金　

時
給
１
２
０
０
円

採
用
日　

４
月
１
日

面
接　

３
月
５
日
月
（
予
定
）

申
・
問　

２
月
24
日
金
ま
で
に
履

　

歴
書
（
写
真
貼
付
）
お
よ
び
保

育
士
証
の
写
し
を
役
場
子
ど
も

課
保
育
係
ｔ
内
線
１
３
７
・
１

　

３
８
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
内
容　

児
童
・
生
徒
の
登
下

校
時
の
立

り
っ
し
ょ
う哨

指
導

応
募
資
格　

町
内
に
在
住
し
、
交

通
安
全
に
熱
意
の
あ
る
20
歳
以

上
58
歳
以
下
の
健
康
な
人

勤
務
日
時　

授
業
の
あ
る
日
の
午

前
１
時
間
・
午
後
１
時
間
30
分

※
学
校
行
事
に
よ
り
、
立
哨
時
間

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数　

若
干
名

賃
金　

時
給
１
５
０
０
円

採
用
予
定
日　

４
月
1
日

申
・
問　

２
月
10
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
、
役

場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係
ｔ

内
線
２
１
３
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、
昔
の
遊
び

の
体
験
と
、
お
年
寄
り
と
子
供
た

ち
の
交
流
事
業
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
中
央
公
民
館
」
を
３
月
３
日
土

に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
コ
マ
回
し
や
お
手
玉
、

折
り
紙
、
竹
馬
な
ど
の
昔
の
遊
び

を
教
え
て
く
れ
る
人
（
年
齢
な
ど

不
問
）
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人
は
、
２
月
３
日
金
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４―

１

　

２
５
０

　　

初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

３
月
４
日
日
午
前
８
時
30
分

か
ら
受
付
、
午
前
９
時
開
会
式

（
小
雨
決
行
）
午
後
３
時
終
了

予
定

対　

一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物

場　

大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド

申
・
問　

２
月
20
日
月
ま
で
に
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
ｔ

内
線
５
２
３
、
ｆ
２
９
５―
３

　

９
３
９
に
申
込
み

※
３
人
１
組
ま
た
は
個
人
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
試
合
は
チ
ー

ム
戦
（
各
３
人
）
と
な
り
ま
す
。

個
人
で
申
込
み
の
人
は
、
個
人
申

込
者
同
士
で
チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
薫
風

園
支
所
で
は
、
介
護
に
興
味
の
あ

る
人
、
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
人

を
対
象
に
介
護
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

日　

２
月
25
日
土
午
後
２
時
～
３

時
場　

毛
呂
病
院
本
部
２
階
会
議
室

内
容　

転
倒
予
防
に
効
果
的
な
運

動
療
法
～
運
動
器
不
安
定
症
候

群
～

講
師　

毛
呂
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
理
学
療
法
士

料　

無
料

※
参
加
の
際
は
事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
薫
風
園
支
所
ｔ
２
７
６―

２

　

０
８
２
担
当
落
合

〜
心
を
ひ
と
つ
に
!
〜

　

あ
い
あ
い
作
業
所
（
川
角
・
滝

ノ
入
）
の
第
９
回
わ
く
わ
く
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
も
会
場
全
体
が
一
体
と
な

っ
て
明
る
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る

よ
う
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日　

２
月
18
日
土
午
前
10
時
30
分

～
正
午
（
午
前
10
時
開
場
）

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ
料　

無
料

問　

あ
い
あ
い
作
業
所
ｔ
２
９
５

　

―

３
０
４
５

〜
吉
見
大
沼
・
天
神
沼
の

　
　
　
　
　
　
　
　

小
鳥
た
ち
〜

日
／
２
月
12
日
日
午
前
９
時
（
雨

天
中
止
）　

場
／
吉
見
町
大
沼
付

近　

集
合
／
東
松
山
駅
改
札
前　

料
／
３
０
０
円　

持
ち
物
／
弁
当
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
あ
れ
ば
双

眼
鏡
等　

問
／
埼
玉
県
生
態
系
保

護
協
会
越
生
支
部
ｔ
２
９
４―

２

５
２
５
宮
澤

　

私
達
は
「
世
界
中
の
美
し
い
音

楽
、
軽
快
な
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊

る
こ
と
」
を
楽
し
ん
で
い
る
仲
間

で
す
。
そ
ん
な
ひ
と
時
を
ご
一
緒

し
ま
せ
ん
か
。

日
／
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
～
３

相
談

ご

を

情
報
交
換

募
集
し
ま
す

参
加

ご

を

『
子
ど
も
の
発
達
障
害
相
談
会
』

保
育
園　
『
臨
時
保
育
士
』

を
募
集
し
ま
す

交
通
指
導
員
を
募
集
し
ま
す

「
昔
の
遊
び
」
を
教
え
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

『
ペ
タ
ン
ク
大
会
』

家
族
介
護
教
室
の
お
知
ら
せ

第
９
回
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト

『
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

の
お
知
ら
せ

『
毛
呂
山
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
』
初
心
者
会
員
募
集

インフォメーション
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～
正
午　

場
／
城
西
大
学
総
合
体

育
館
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド　

内
容

／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

講
師
／
平
塚
潤
さ
ん
（
城
西
大
学

陸
上
競
技
部
総
監
督
）　

対
／
40

～
75
歳
の
人　

料
／
無
料　

申
・

問
／
城
西
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
セ

ン
タ
ー
ｔ
２
７
１―

７
７
１
３
、

ｆ
２
７
１―

８
０
２
８

　

梅
の
花
が
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ふ
く
よ

か
な
梅
の
香
り
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。 

期
間　

２
月
11
日
祝
～
３
月
20
日

祝
開
園
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

入
園
料　

２
０
０
円
（
中
学
生
以

上
）

駐
車
料　

普
通
車
４
０
０
円
、
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
８
０
０
円
、
大
型

バ
ス
１
２
０
０
円　

問　

越
生
町
観
光
協
会
（
越
生
町

　

役
場
産
業
観
光
課
内
）
ｔ
２
９

　

２―

３
１
２
１
内
線
１
４
６

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
神
愛

ホ
ー
ム
の
施
設
と
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
役
立
て
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

㊐
／
２
月
19
日
日
午
後
１
時
～
３

時
30
分　

場
／
福
祉
会
館　

共
催

／
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会　

問
／
児

童
養
護
施
設
神
愛
ホ
ー
ム
ｔ
２
９

４―

０
０
４
０

　

新
し
き
村
生
活
文
化
館
を
無
料

開
放
し
て
い
ま
す
。
個
人
や
団
体

の
展
覧
会
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
４

時　

場
／
新
し
き
村
生
活
文
化
館

（
葛
貫
４
２
３
─
１
）　

料
／
無

料
（
た
だ
し
、
電
気
使
用
料
は
実

費
負
担
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
20
円
）　

貸
出
条
件
／
施
設
等
を
破
損
す
る

恐
れ
の
あ
る
者
の
利
用
、
入
館
料

の
徴
収
、
物
品
販
売
な
ど
営
利
目

的
で
の
使
用
は
禁
止　

利
用
申
込

／
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
２
時

～
５
時　

問
／
特
例
民
法
法
人
新

し
き
村
美
術
館
内
事
務
所
ｔ
２
９

５―

４
０
８
１
（
毎
週
月
曜
日
を

除
く
）

時　

場
／
主
に
中
央
公
民
館　

会

費
／
月
額
１
０
０
０
円
（
入
会
金

な
し
）　

指
導
者
／
吉
田
恭
子
さ

ん　

問
／
ｔ
２
３
７―

７
６
５
５

田
島

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
楽
し

く
運
動
し
ま
せ
ん
か
�

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
午
後

１
時
～
３
時
（
部
屋
が
と
れ
た
場

合
、
第
１
・
３
火
曜
日
も
実
施
し

ま
す
）　

場
／
中
央
公
民
館
講
堂

会
費
／
月
額
２
０
０
０
円
（
入
会

金
５
０
０
円
）　

持
ち
物
／
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ス
タ
オ
ル　

問

／
ｔ
２
８
５―

８
８
６
４
笹
沼

【
会
員
募
集
】

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
前

９
時
～
正
午　

場
／
中
央
公
民
館

学
習
室　

会
費
／
月
額
５
０
０
円

（
材
料
代
別
・
入
会
金
な
し
）

【
体
験
教
室
】

㊐
／
２
月
10
日
金
、
24
日
金
午
前

９
時
～
正
午　

場
／
中
央
公
民
館

学
習
室　

内
容
／
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
作
り　

料
／
５
０
０
円
（
材
料

代
）

【
共
通
事
項
】

問
／
ｔ
２
７
０―

５
５
９
１
北
川

　

音
楽
を
通
じ
て
障
害
を
持
つ
人

も
持
た
な
い
人
も
互
い
に
理
解
し

合
い
、
街
の
こ
と
暮
ら
し
の
こ
と

を
共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
各

団
体
の
ス
テ
ー
ジ
、
ゲ
ス
ト
コ
ー

ナ
ー
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
「
手
づ
く
り
合
唱
団
」
な

ど
の
企
画
が
あ
り
ま
す
。

㊐
／
２
月
12
日
日
午
後
０
時
30
分

開
場
、
１
時
開
演　

場
／
東
松
山

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

料
／
無
料

問
／
デ
イ
ケ
ア
ひ
ば
り
ｔ
０
４
９

３―

５
４―

８
６
５
１
重
田

　

体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
企
画
し
ま

し
た
の
で
、
親
子
で
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
人
数
把

握
・
調
整
の
た
め
、
事
前
の
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊐
／
２
月
８
日
水
、
22
日
水
午
前

10
時
か
ら　

場
／
中
央
公
民
館
視

聴
覚
室　

対
／
１
～
３
歳
児
と
保

護
者　

料
／
１
０
０
円　

問
／
ｔ

２
９
５―

８
３
０
７
宮
寺

㊐
／
２
月
18
日
土
午
前
9
時
30
分

　　 第９回東公民館ふれあい文化祭
問　東公民館　ｔ（295）2277

　東公民館の定期利用団体などが、一年間の学習成果を発

表します。この文化祭は、定期利用団体の皆さんが企画・

運営する、心のこもった文化祭です。ぜひ、ご覧ください。

日　時　２月25日㈯  午前9時30分～午後4時

　　　　２月26日㈰  午前9時30分～午後3時30分

場　所　東公民館

内　容
　【作品展示】絵画、書道、工芸、手芸、パソコン、ビデ

　　　　　　　オなど

　【舞台部門】楽器演奏、舞踊、民謡、太極拳、カラオケ、

　　　　　　　ダンス、ヒップホップなど

　【体験教室】社交ダンス、茶道、書道、パソコン、指圧、

　　　　　　　囲碁将棋、ビーズ

　【模 擬 店】とん汁、だんごなど

　【出　　店】喫茶「ゆず」、リプラ「もったいない工房」

『
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
同
好
会
』

会
員
募
集
・
体
験
教
室

『
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
』
会
員
募
集

『
第
20
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
』
開
催

『
新
し
き
村
生
活
文
化
館
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

『
第
28
回
み
ん
な
仲
間
だ

手
づ
く
り
音
楽
会
』

『
リ
ト
ミ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

か
ん
が
る
ー
』
体
験
リ
ト
ミ
ッ
ク

越
生
梅
林
梅
ま
つ
り 情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

城
西
健
康
市
民
大
学

一
日
体
験
入
学
案
内

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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　この開通により県道飯能寄居線バイパスが町内

全線、供
きょうよう

用開始となります。

県道飯能寄居線バイパス
長瀬・葛

つづ ら ぬ き

貫地区が開通します
問　役場まちづくり整備課都市整備係　ｔ内線146

開通区間（2,260ｍ）

式典会場

武州長瀬駅

東武越生線

東毛呂駅
毛呂山町役場

毛呂駅至越生

至日高JR八高線

埼玉医科大学国際医療センター

埼玉医科大学病院

開通記念行事を見学に来ませんか？
日時　２月１８日（土）　正午から

場所　防犯活動センター南側

■テープカット、祝賀パレードなどの式典を行

い、午後４時より全線開通いたします。

「健康まつり」が開催されます
申・問　保健センター　ｔ（294）5511

※歯科検診の申込みは２月１日（水）から、保健センター
へお申し込みください。また、駐車場が少ないので、車
の場合は乗り合わせでご来場ください。

●医師健康相談　　●薬剤師相談　　●栄養相談

●健康クイズ　　　●食事バランスガイド PR

●国民健康保険特定健診 PR　　　　 ●がん検診 PR

●お子様縁日（スーパーボールすくい）

●健康体操 PR（10：00 から体操を実施します）

●健康食試食（10：15 からと 11：15 からの２回配

布します）

～以下のコーナーは当日整理券を９時と１０時３０分の
２回に分けて配布します～
●脳年齢チェック　●血管年齢測定　●骨密度測定

●あなたの筋力、バランスチェック

～以下のコーナーは申込みが必要です～
●歯っぴー検診（先着３６人、３０分毎

に 6 人、小児も可）※事前申込みが必要

です。

●歯みがき指導

日時　２月１９日（日）　午前９時～正午

場所　保健センター

もろ丸くんも登場�　もろ丸くんと一緒に各種健康測
定にチャレンジしてみよう�
各コーナー全て無料です。

　平成 23・24年度入札参加資格審査の追加受付を行います
～毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合、西入間広域消防組合～

受付期間
　２月 20 日（月）～３月２日（金）午前９時～ 11

時 30 分、午後１時～４時（土・日曜日は除く）

業種・申請書様式

申請業種 申請書様式
ファイルの色

下水道組合 消防組合
建設工事

組合様式

イエロー ブルー

設計・調査・測量 グリーン イエロー

物品・その他 グレー グリーン

提出先・問合せ
　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合総務担当
　　（川角 1510）ｔ（294）9333
　　ｈ http://www.mohgesuidou.or.jp/
　西入間広域消防組合総務課総務担当
　　（岩井 2451）ｔ（295）0147 内線 211
　　ｈ http://www.119nishiiruma.jp/

提出方法
　公共下水道組合：持参または郵送（必着）
　西入間広域消防組合：持参のみ（郵送は不可）

※申請書類は、各組合総務担当で配布またはホーム
ページからダウンロードできます。
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

　

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
と
関
東
信
越
国
税
局
主
催
の
「
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
」
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
次
の
と
お
り
毛
呂
山
町
の
生
徒
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

税
務
署
長
賞
佳
作　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
金
に
つ
い
て
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
沢　
　

匠
た
く
み

さ
ん

飯
能
県
税
事
務
所
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
の
役
割
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

柴し
ば
ざ
き崎　

拓た

く

み海
さ
ん

毛
呂
山
町
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
と
は
何
な
の
か
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉よ
し
ざ
わ澤　

康こ

う

た太
さ
ん

毛
呂
山
町
教
育
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
が
繋つ

な

ぐ
支
え
合
う
心
」　
　

  　

 　
　
　

 

唐か

ら

き

だ

木
田　

楓
か
え
で

さ
ん

川
越
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
佳
作  　
　

「
日
本
の
未
来
の
税
金
」　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
井　

美み

す

ず鈴
さ
ん

国
税
モ
ニ
タ
ー
会
長
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
税
に
対
す
る
関
心
の
重
要
性
」　
　
　
　
　

 

川か
わ
か
つ勝　

翔し
ょ
う
た他

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
全
て
埼
玉
平
成
高
校
２
年
生
の
作
品
で
す
。

税
に
関
す
る
作
文
の
入
選
作
品

　

第
18
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
12
月
４
日
桶
川
市
の
さ
い
た
ま
文
学
館
で
行
わ
れ
、
応

募
者
１
万
１
５
４
３
人
、
応
募
句
数
１
万
８
５
３
９
句
の
な
か
か
ら
、
毛
呂
山
町
の
小
学
生
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。

県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞 

「
妹
は　

暑
さ
に
負
け
て　

か
み
を
切
る
」　

川
角
小
学
校
４
年
生　

早
坂　

梨り

お央
さ
ん

県
俳
句
連
盟
会
長
賞  　
「
復
興
の　

願
い
を
込
め
た　

大
花
火
」 　

川
角
小
学
校
５
年
生　

浅
見　

咲さ

き季
さ
ん

第
18
回
小
・
中
学
生
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

町営住宅への入居者を募集します
問　役場管財課財産管理係
　　ｔ（295）2112内線542・543

受付期間　1 月 30 日（月）～２月 13 日（月）

　　　　　（土・日・祝日は除く）

受付場所　役場管財課財産管理係（庁舎５階）

受付時間　午前９時～正午、午後１時～５時

必要書類　入居申込書、世帯全員の住民票、課税（所

　得）証明書もしくは非課税証明書、住宅実態表ほ

　か

　※必要な書類は、役場５階管財課で配布します。

入居資格　入居には資格要件があります。詳細は役

　場管財課財産管理係までご確認ください。

入居予定　平成 24 年３月

※入居希望者多数の場合は選考になります。

※家賃は、世帯全員の収入により決定されます。

募集団地名 募集戸数 建設年度 間取り 家賃 住所

杉ノ入団地 ３戸
平成９年度

平成 11 年度

２LDK

3DK

３LDK

20,800 円～

　48,600 円

滝ノ入

237-1

　多
たぶんかきょうせい

文化共生とは、国
こくせき

籍や民
みんぞく

族の異
こと

なる人
ひと

びとが互
たが

いの文
ぶ ん か て き

化的違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、対
たいとう

等な関
かんけい

係でそれぞれ

の能
のうりょく

力を発
は っ き

揮しながら共
とも

に生
い

きることです。

　多
たぶんかきょうせい

文化共生キーパーソン制
せ い ど

度は、「行
ぎょうせい

政と外
がいこくせき

国籍

住
じゅうみん

民の橋
はしわた

渡し役
やく

」となる人
ひと

（キーパーソン）を

埼
さいたまけん

玉県が委
いしょく

嘱して、日
に ほ ん

本の生
せいかつしゅうかん

活習慣や地
ち い き

域の生
せいかつ

活ルー

ルなどについて様
さま

ざまな助
じょげん

言をお願
ねが

いする制
せ い ど

度です。

キーパーソンの主
おも

な仕
しご と

事
①情

じょうほう

報の伝
でんたつ

達、②生
せいかつ

活ルールなどの伝
でんたつ

達、

③生
せいかつそうだん

活相談、④意
い け ん

見・要
ようぼう

望の伝
でんたつ

達、　⑤災
さ い が い じ

害時の協
きょうりょく

力

毛
もろや ま ま ち

呂山町で委
いしょく

嘱されているキーパーソン
　小

こ く ぼ ひ で お

久保英夫さん（ｔ（294）6391、市
い ち ば

場 257）

多
 たぶんかきょうせい

文化共生キーパーソン制
せ い ど

度を紹
しょうかい

介します

　テレビ、エアコン、冷蔵・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥
機を処分するには、リサイクル料金が必要となります。
ごみの集積所に出しても回収されませんし、不法投棄と
なりますので注意が必要です。

正しいリサイクルの方法　①買い替えで不要になった家
　電製品の処分⇒新製品の購入店に依頼する。②不要に
　なった家電製品の処分⇒その製品を購入した店に依頼
　する。③購入店が不明⇒役場生活環境課に連絡する。

問　埼玉県環境部資源循環推進課ｔ 048（830）3106
　　役場生活環境課環境係ｔ（295）2112 内線 212

廃家電の適正処理にご協力ください
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山根荘趣味の会等定例行事

山根荘バザーを２月 14 日（火）～ 16 日（木）に開催します。皆さまのご来場をお待ちしています。
※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。
問　老人福祉センター山根荘  ｔ（２９４）５５４５

リサイクル情報
●ゆずりたい品物
　・卓上洗濯機（中古・無料）・スタッ
　ドレスタイヤ（中古・相談）・カー
　ナビ（中古・有料）・女性用ゴル
　フクラブセット（中古・無料）・
　エアロバイク（中古・相談）・洗
　濯機７㎏（中古・有料）・ズボン
　プレッサー（中古・無料）
●ゆずってほしい品物
　・レジスター（中古・無料）・電
　子ピアノ（中古・無料）・ルーム
　ランナー一式（中古・相談）・押
　入れタンス（中古・相談）
　紹介したい品物がありましたら、
お気軽にお申し込みください。また、
交渉が成立した場合には、必ずご連
絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　役場産業振興課商工観光係

　　　　ｔ内線 175

　

山
根
荘
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在
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た
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も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
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町内の空間放射線量の測定結果について
　毛呂山町では、町で購入した測定機器を用い、役場庁

舎東側および町内１５施設１８地点で空間放射線量の

測定を行っています。測定結果は、以下のとおりで日常

生活に支障のない値でした。

役場庁舎東側　測定日 1 月 10 日（火）　高さ 地上１メートル

　　　　　　　　　　測定値 １時間あたり 0.08 マイクロシーベルト　

 東日本大震災関連情報掲示板

※調査結果は、町ホームページｈ http://www.town.moroyama.
saitama.jp/ でもご覧になれます。

測定地点
測定値

５ｃｍ 50 ｃｍ 100 ｃｍ

若草保育園 園庭 0.07 0.07 0.06

旭台保育園 園庭 0.07 0.07 0.07

川角小学校 校庭 0.08 0.08 0.07

光山小学校 校庭 0.06 0.07 0.07

川角中学校 校庭 0.05 0.05 0.06

前久保中央公園 0.05 0.06 0.06

かわせみ公園 0.07 0.08 0.07

大類グラウンド 0.08 0.07 0.07

測定地点
測定値

５ｃｍ 50 ｃｍ 100 ｃｍ

上町保育園
園庭 0.06 0.05 0.05

砂場 0.06 0.06 0.06

毛呂山小学校 校庭 0.10 0.08 0.08

泉野小学校 校庭 0.08 0.07 0.08

毛呂山中学校 校庭 0.06 0.06 0.06

総合公園グラウンド 0.05 0.05 0.05

岩井グラウンド 0.05 0.05 0.05

ゆずの里オートキャンプ場 0.06 0.06 0.06

西グループ　測定日 12 月 28 日（水）単位：毎時マイクロシーベルト

東グループ　測定日１月 4 日（水）　単位：毎時マイクロシーベルト

2 月の休館日
  4日  5日11日12日18日19日25日
26日

ゲートボール   6日13日27日

ペ タ ン ク 20日

声 を 出 す 会   1日15日

謡 寿 会   7日21日

民 踊 同 好 会 13日27日

俳 句 の 会
10日24日【季語　春動く（はるうご
く）、里の梅（さとのうめ）】

囲碁・将棋の会
  1日  3日  8日10日15日17日22日
24日

お 茶 の 会   3日17日

茜会（お花）13日27日

ダンス同好会   3日17日

ぎ ん れ い 会（ 大 正 琴 ）   3日17日

三味線・民謡の会   2日9日

手 芸 の 会   8日22日

カ ラ オ ケ 同 好 会
  6日20日（厚年カラオ
ケ）29日

吟 友 会   8日22日

書 道 の 会   8日22日

舞 わ か ば 会 22日

FD カ ト レ ア 24日

楓 会 10日

押 し 花 の 会   6日13日

桜 扇 の 会 20日27日

山 根 塾   9日23日

　東日本大震災義援金へ、多くの皆さまから温かいお気持

ちをお寄せいただきまして、ありがとうございます。

　12 月 28 日現在、義援金額 7,980,638 円のご協力をい

ただいております。引き続き皆さまのご協力をお願いします。

問　日本赤十字社埼玉県支部毛呂山町分区（役場福祉課地 

　域福祉係内　ｔ役場内線 111・112）

『東日本大震災義援金』へのご協力ありがとうございます

毛呂山の水道水は安全です
　12 月 27日、町の水道水について、放射線量測定を行いまし

た。その結果、放射性ヨウ素、放射性セシウムともに不検出とな

りましたのでお知らせします。

問　役場水道課ｔ内線165

　埼玉県内の市町村が被災県である岩手県・宮城県・福島県

内の市町村を支援する「東日本大震災による市町村同士の助

け合い事業」が開始され、毛呂山町は福島県浪江町を支援し

ています。これを受けて、12 月 15 日、井上町長を含む東

日本大震災復興支援プロジェクト委員会のメンバーなど６人

が、福島県浪江町役場二本松事務所を

訪問し、義援金 100 万円と仮設住宅

へ冬至用のゆずを手渡しました。な

お、同事務所への訪問は８月に続き、

今回で２回目となります。

問　役場総務課ｔ内線 310

福島県浪
な み え ま ち

江町に義援金とゆずを届けました

　Ｊ - ＡＬＥＲＴとは、大規模災害や武力攻撃事態が発生した際に、国

民の保護のために必要な情報を通信衛星を利用して、瞬時に市町村に伝

達するとともに、地域衛星通信ネットワークに接続された市町村の防災

行政無線を自動起動させ、住民へ緊急情報を伝達するシステムです。こ

のシステムの整備により、緊急地震速報などの緊急情報が、町の防災行

政無線を通じて住民に伝達されるようになりました。

問　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

全国瞬時警報システム (Ｊ
ジ ェ イ ア ラ ー ト

- ＡＬＥＲＴ )を整備
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
算

定
に
は
、
被
保
険
者
お
よ
び
被
保

険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
の

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
な
お
、

保
険
給
付
に
つ
い
て
は
同
一
世
帯

で
判
定
す
る
た
め
、
学
生
や
家
族

の
扶
養
に
入
っ
て
い
る
人
、
収
入

の
全
く
な
い
人
も
、
収
入
所
得
の

申
告
が
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
額
が
正
し
く
算

定
さ
れ
ず
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
高
額
療
養
費
な

ど
が
正
し
く
給
付
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
告
方
法
に
つ
い

て
は
、
こ
の
広
報
５
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
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額
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て

　

一
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収
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つ
い
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険
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っ
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を
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。
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　後期高齢者医療制度の保険料を現在年金からお支払いいただいている人、または平成２４年４月よりお支払い

いただく予定となっている人のうち、高齢者支援課の窓口へ「後期高齢者医療保険料納付方法変更申出書」およ

び「口座振替申込書」を提出していただくことにより、お支払い方法を口座振替へ変更することが可能です（お

支払いいただく保険料の総額は変わりません）。

※お支払い方法を口座振替に変更した後、ご希望により年金天引きに戻すこともできます。

変更時期　平成２4 年１月３１日までに申し出た場合　　平成２4 年４月分の年金からのお支払いが中止されます

　　　　　平成２4 年１月３１日を過ぎて申し出た場合　　 平成２4 年６月分以降の年金からのお支払いが中止されます

手続きに必要な物
　後期高齢者医療制度の被保険者証、申請者の身分証明書、振替先の預（貯）金通帳、通帳届出印（以前に口座

振替の申込みの手続きを済まされている人は、後期高齢者医療制度の被保険者証、申請者の身分証明書をお持ち

ください）

◆納付書で収めている人も口座振替にできます！
　年金が年額１８万円未満の人、介護保険料との合計額が年金額の２分の１を超える人は、年金天引きではなく、

納付書で納めていただきます。保険料の納付は、納め忘れや納める手間のかからない口座振替がおすすめです。

振替先の預（貯）金通帳、通帳届出印をお持ちいただき、役場高齢者支援課または指定金融機関でお申し込みく

ださい。

後期高齢者医療制度の保険料のお支払い方法の変更について

後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ
平成23年中の収入の申告をお願いします

問合せ　申告について　　役場税務課町民税課税係　ｔ内線 195・196

保険料について　役場高齢者支援課保険料係ｔ内線 158・159
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成人健康相談（心と体の相談）
2月   6日（月）　　　9：00～12：00 　 　場 保健センター

2月 29日（水）  9：30～11：30 　 場 役場ホール

老人健康相談（山根荘利用者のみ）
2月 21日（火）　　　9：30～11：30 　 　場 山根荘

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

2月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専科 住　所 電話
2/11（祝）ゆずの木台クリニック 内科・小児科・眼科 中央２－５－５ 295-5158

保
健センターからのお知らせ

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／2年に１回）

　　　　3月15日（木）、３月22日（木）

　　　　各回ともに午後　　　　
対　象　乳がん/40歳以上、子宮頸がん/20歳以上

費　用　乳がん/600円、子宮頸がん/500円

　　　　クーポン券がある人は無料です。

申込み　２月３日（金）から受付（先着各50人）

　　　　当日の受付時間は申込み時にお知らせします。

※生活保護受給者は無料となります。申込み時にお申し
出いただき、検診当日、印鑑・受給者証をお持ちください。

日　時

　『ひまわり』は、統合失調症の治療をされている人

の家族が自主的に運営している家族会です。

　病気や障害・福祉サービスについての情報交換の場、

また、癒
いや

しの場として月 1 回活動しています。同じよ

うな悩みを持つ人と情報交換しませんか？　ぜひご参

加ください。参加を希望する人は、保健センターへお

問い合わせください。

日　時　2 月 22 日（水）

10：15～11：30

（受付は10：00～10：15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

 つくしんぼ（赤ちゃん）サロン
胃がん検診（受診回数／１年に１回）

日　時　２月29日（水）午前　　　　

対　象　40歳以上

費　用　600円

申込み　１月25日（水）から受付（先着100人）
　　　　当日の受付時間は申込み時にお知らせします。

※生活保護受給者は無料となります。申込み時にお申し
出いただき、検診当日、印鑑・受給者証をお持ちください。

検　診

健康相談

子ども

　　　　２月１９日（日）9：00 ～ 11：30

　　　　保健センター

　　　　無料

　　　　１２０人

　　　　当日、直接お越しください。

※整理券の配布は 9：00 と 10：30 の 2 回です。

※当日は、健康まつりを行っています。

日　時

場　所

申込み

費　用

定　員

『ひまわり』に参加しませんか

　　　２月１９日（日）

骨密度検診

　　　　2 月 19 日（日）9：00 ～ 12：00

　　　　保健センター

　　　　40 歳以上の人

　　　　無料

　　　　２月 1 日（水）から保健センターで受付（電

　　　　話可）

※当日は、健康まつりを行っています。

※検診を受けた人は、歯みがき指導が受けられます（希

　望者のみ）。

※３０分ごとに予約を取ります。

日　時

場　所

申込み

費　用

対　象

歯周病検診

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合

　  〃

ポリオ

日本脳炎

　  〃

乳幼児健診 ※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　　

10 か月児健診 　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

H23．9生まれの児
こ

H23．3生まれの児

H22．7生まれの児

H20．8生まれの児

2月  1日（水）対

2月  2日（木）対

2月13日（月）対

2月14日（火）対

  1/31（火）から

  2/  1（水）から

  2/  2（木）から

  2/24（金）から

  2/  8（水）から

  1/27（金）から

  2/  9（木）から

2月  7日（火）申

2月  8日（水）申

2月  9日（木）申

3月  2日（金）申

2月15日（水）申

2月  3日（金）申

2月16日（木）申

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511
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保
健センターからのお知らせ

法律相談  人権・行政相談 心配ごと相談
 

 教育相談 消費生活相談
 

■弁護士（要予約）

　2月9日木、27日月
　13:30～16:00

■行政書士
　2月15日水
　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、交

通事故、金銭貸借や補償、

相続問題など

2月9日木13:30～16:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する苦情など

月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ（295）2525

　不登校、いじめ、しつけなど

毎週水曜日　10：00 ～ 12：00
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ（295）3111
　生活上の悩み、困りごとなど

　産業振興課では、消費生活全般に関す
る相談・情報提供を行っています。
　毎週水曜日10:00～15:00は、消費生
活コンサルタントが相談を受け付けます。
問合せ　産業振興課ｔ内線175

 行事カレンダー 行事カレンダー2月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

２月の相談コーナー

後期高齢者

　医療保険料　  ８期

税金・保険料は納
期限内に忘れずに
納めましょう！

2月の納期限

日 月 火 水 木 金 土
1 2 ３ ４
・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・健康づくり教室
　場東公民館

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 建国記念の日
児 図歴児体 児

・3月分総合公園予約日
　場総合公園
・体育施設
　3月分調整会議
　場総合公園

・健康づくり教室
　場東公民館
・子どもの発達障害
　相談会
　場東公民館→P16

・川角小学校入学
　説明会
　場川角小学校
・泉野小学校入学
　説明会
　場泉野小学校
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・毛呂山中学校入学
　説明会
　場毛呂山中学校
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・健康づくり教室
　場東公民館
・子育てサロン
　場東公民館

・毛呂山小学校入学
　説明会
　場毛呂山小学校
・川角中学校入学
　説明会
　場川角中学校

・子ども映画会
　場図書館→P9
・トレーニング機器
　説明会
　場総合公園

12 13 14 15 16 17 18児 図歴児体

・健康づくり教室
　場東公民館

・大人のための
　おはなし会
　場図書館→P9
・光山小学校入学
　説明会
　場光山小学校
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・健康づくり教室
　場東公民館

・県道飯能寄居線
　バイパス開通記
　念行事
　場防犯活動センター
　南側→P18
・わくわくコンサート
　場東公民館→P16

19 20 21 22 23 24 25児 図歴児体

・健康まつり
　場保健センター
　→P18

・健康づくり教室
　場東公民館

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9
・つくしんぼサロン
　場保健センター
　→P22

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・子育てサロン
　場福祉会館

・東公民館
　ふれあい文化祭
　場東公民館→P17
・おはなし会
　場図書館→P9

26 27 28 29 児 図歴児体 図

・東公民館
　ふれあい文化祭
　場東公民館→P17
・休日納税・納入窓口
　場役場→P14

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→P9

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

場＝場所
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徒然歳時記

　今月は、「キラリ輝いてます」のコーナーで、東日本大

震災により飼い主とはぐれてしまった犬を引き取り育て

ている関口さんを取材しました。被災地の人たちのこと

を忘れずに、自分にできることは何かを問い続ける姿勢

が大切であると改めて感じました。（N）

　指先が悴
かじか

むように寒いこの季節には、手
袋をする人も多いのではないでしょうか。
保温効果が、セーター１枚分と同じくらい
であるともいわれる手袋は、寒さから指先
を守ると同時に、身体を暖め風邪予防の役
目も担

にな

ってくれます。
　以前、アメリカの大学の研究グループが行った調査によると、
「手を温めた人は、温めなかった人よりも、他人に対する評価
や行動が優しくなる」という調査結果が出ました。その調査で
は、手を温めるのに用いたのが手袋ではなく温かい飲み物など
だったようですが、手の温度が心の優しさに影響をもたらして
いるというのは興味深いことではないでしょうか。
　ところで、手袋には少し変わった数え方があります。ペアに
なっているものを数える時に使う「１双

そう

、２双」という数え方
です。「１組」や「１対

つい

」「１足
そく

」などといわれることも多い
ですが、正式には「双」を使います。ちなみに、手袋を長持ち
させるには、靴と同じで、２双以上の手袋を交互に使用するこ
とが良いそうです。
　寒い冬がもうしばらく続きます。近所に出かけるときにはつ
い手袋をつけるのを忘れてしまいがちですが、寒さに負けない
よう、お気に入りの手袋で、指先も心も温かく過ごしましょう。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

人口 36,220 人（－ 36 人）
【男 18,050 人（－ 22 人）女 18,170 人（－ 14 人）】
世帯 15,777 戸（＋ 6 戸）
※平成 24 年 1 月１日現在（カッコ）内は前月比

　

　最近のお気に入りは、

仮面ライダーの DVD

を見て、変身ごっこで

す。来年からは保育園に行きます。友達いっぱ

いできるといいね☆

八
やまき

巻　惺
せ な

捺くん　　　
　（３歳７か月）

　最近、一段と活発

になってママを困ら

せています。早くあ

んよができるようになって、いっぱい公園に遊

びに行こうね!

須田　希
のぞむ

くん
　 （１歳２か月）

　長瀬地内から埼玉医科大学方面を撮影した写真です。昭和４８年

ごろには、まだ、丸木記念館がありませんでした。手前に見える桑

畑は、現在はなくなりましたが、建物の奥に見える山の稜
りょうせん

線は、当

時のままの姿を残しています。

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

植物油インキを使用しています。

募　集　中

手 袋

現在の風景

昭和６０年代ごろまでの昔の
写真を募集しています。ご提
供いただける方は、役場秘書
広報課広報広聴係ｔ（２９５）
２１１２内線３３２までご連
絡ください。

長瀬地内から埼玉医科大学を望む
　昭和４０年代後半（福田　稔

みのる

さん提供）
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